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要 約 

本研究では，異なる時代ごとの都市の脆弱性（建物倒壊危険性と延焼火災危険性）を定量

的に評価する重回帰モデルを構築し，古地図等を用いることにより東京の丸の内地区と銀

座地区の脆弱性の変遷を明らかにした．また両地区における20世紀の復興の経過を脆弱性
の変遷を通して理解することを試みた．そして紙媒体から得られたこれらの情報をGoogle 
Earthをプラットフォームとしたデジタル媒体に変換し，復興デジタルアーカイブズとして
再構築した． 
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